
教材作成及び実践事例（小中高）              福島県小中学校 理科ペディア  

 

 
１ はじめに 

「理科バトル」とは、基礎的・基本的用語の定着のための、生徒同士で高め合うゲーム形式の学

習です。慣れてくると、「百人一首」のような緊張感を味わうこともできます。不得意な教科の学習

でもゲーム感覚を取り入れた学習には、意欲的に取り組める生徒は少なくありません。さらに、理

科バトルを繰り返すと、不思議と「自分はできる」という成功体験を得やすく、自然と勉強するよ

うになってきます。苦手な理科が、大好きになるきっかけにできないかという思いを込めて、実践

と改善を繰り返してできた学習システムを紹介します。 

 

２ 基本的な流れ 
（１）70～100問程度の問題（一問一答が望ましい）を準備する。※ 教科のワークなどでも可能。 

（２）４人～５人の班をつくる。（※ 座席を決めて座る。3-(3)①フィールド例を参照） 

（３）順番に一人ずつ番号で出題する。（※ 例「１８」、「２の①のア」、「４９ページの２の（２）」等） 

（４）分かった人は答えを言う。（※ １番早く答えた人がポイントを獲得する。同時の時はじゃんけん

がよい。） 

（５）５分程度くり返し、点数を記録していく。終了したら、一番点数の多い人が上位リーグへ、少な

い人は下位リーグへ移動する。 

（６）最終的に着席していたリーグ（席）の順位で、点数化して評価をする。 

※ 50 分をすべて使うと、6～8 ラウンド程度できる。授業の終盤の 10 分程度で行う場合は、1 ラ

ウンド（最終ラウンド）のみになる。 
 

３ 理科バトルについて（詳しい説明） 

（１）評価について 

① 興味・関心の観点で評価する。 

② 評価は、最終ラウンドの結果で決める。 

③ 評価の例 

・ 持ち点１５点から、所属リーグと所属リーグ順位の差を関心意欲の評価とする。 

例） 2位リーグの 3位  →  １５－２－３＝１０点 

5位リーグの 1位  →  １５－５－１＝ ９点 

（２）ルールについて 

① 出題権をもつ生徒は、解答を見ながら一人 1 問ずつ順番に出題する。※ 出題者は答えない。 

② 解答権の生徒は、問題のみを見て答えを考える。分かったら答えを言う。早い者が勝つ。 

※ 言い終わりが早いものが勝ちとなるが、同時の場合は、じゃんけんで決める。 

③ 各生徒の得点は、順位用紙（コピー用紙等を配布する） 

の裏に「正」で記録していく。           例） 

 

 

 

④ １ラウンド５分程度で終了させる。順位を確認させ、順位でリーグの移動をさせる。 

⑤ ラウンド終了時、③の用紙が同点の場合は、上位席の生徒が勝ち。同点でも順位が決まる。 

⑥ 最終ラウンド終了後、用紙に順位を記入し、先生に提出する。下は用紙の例。 

 

 

 

 

 

 

 

 

／   （  ）リーグ 

  １            

  ２            

  ３            

  ４            

  ５            

 

９／１４ （ ３位 ）リーグ 

  １ 齋藤  巧  １１  

  ２ 有村 加純  １０  

  ３ 横澤 夏美   ９  

  ４ 宮川 太輔   ８  

  ５            

 

本日の獲得点数を記入させる

と、評価がしやすい。 

理科バトルについて＜平成 30年 11月授業力アップ研修会で紹介＞ 

 ゆうま 正 

 まゆみ Ｔ 

 みさき 一 

 のぶき 正正 

 



（３）生徒の席と、その移動について 

① フィールドの例 

左下の図に示すように生徒は座る。各リーグ４位の位置の生徒から順番に出題する。１位まで

出題したら、４位からまたそれを繰り返す。時間になったら、そこで終了となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ラウンド後の席移動の例 

右上の図のように生徒は移動する。慣れてくると、生徒に指示をしなくても、生徒は勝手に移

動できるようになる。最終ラウンド終了後は、１位リーグの１位の生徒を本日のチャンピオンと

して、称賛するとよい。また、下位リーグであっても、ランクが上昇した生徒数名を紹介すると、

クラス全体の雰囲気が良くなり、理科バトルの意欲向上につながる。 

（４）理科バトル用紙について 

下の例のように、問題は７０～１００問程度で、用紙の裏に答えを印刷するとよい。 

（用紙を作成しなくても、理科ワークブックの一問一答のページを活用してもよい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果について 
（１）上のような用紙(100問)で記述解答させた場合、８割以上の生徒が満点を取れるようになった。 

（２）生徒全体の意欲が飛躍的に向上した。また、自主学習（宿題）で学習するようになった。 

（３）上位生徒は、1問４秒以内で記述解答できるようになった。(上記の 100問用紙は７分以内解答) 

 

（所属：平田村立ひらた清風中学校 緑川 修） 


